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研究ノート
中国黄土高原における砂漠化防｣１１のための沙ｌｌＩｌ(開発
隆石神
より黄河水流での１０『流は見られなくなっている
が、支流においては呪ｲｌｉも続いているところが
ある。
「黄河、2020ｲliには内附11に｣、９８ｲＩｉのlI1llil青
ｲ|と報（711211]|､l）にl成ったｐｊｌＩ１ｌ家の警fli記事
である。主なlj;ilklは、流域での過度の取水そし
て砂漠化の進行。’億人以｣2の人1-1を抱えてい
る黄土高１１;(の農業生産性は１１〔い。1W川Ｉした人口
を縫うため、耕作地を拡人し、１mせた土地に過
JWiな負１１１を強いる'１４作は、全体として環境破壊
を招くjiiIi采に陥っている。もともと降｢Ijjitの少
ない地Miである。lHk業|》１発による過剰取水は、
すでに地域における水収支のバランスを大きく
１１)1してしまってお})、これに工業部門での水>iIi
YIijW大が追い討ちをかけている。
砂漠化の過FI1はj瓜i1i1ili1そのものといえる。日
然の森林やriHjuがなくなり、耕作111地に転換さ
れていく。その多くが、地下水のｲＩｌ用を前提と
した拡大である。しかし軒森林樹木など地表緑
被の喪失が二'21111の保水機能を失わせ、折ﾉｲlの土
地は|H1く乾燥したものとなる。そこに降った貴
政なiWiは地表に|Ｗまることがなく、バリった表層
の二ｔ艇とともに流１１１してしまう。それがまた、
緑の喪失、砂漠化の進行につながっていくとい
うlXl式である。地衣のIlf(水能力の低下と、それ
をMiうための水の汲み｣為げ過剰により、liHりの
地下水はますますｉｔしていくことになる。地下
水位のＵＷがまさに断流となって表れる。土地
は痩せてＩｉＺ煤し、地1$水汲み上げによるjili害も
発生、｜Ⅱ1発の意'又Ｉとは逆にＩＪＩ作放棄地も拡がっ
ていく。
被害は腔業だけにとどまらない。近年、春に
;Ii繁に発生し付近の都TI｢を襲うようになった砂
風も、緑被の乏しい乾燥地表の拡大がその発生
源といわれている。強いA(流により空中に巻き
はじめに
本HNi1i究ノートは、蛾者らが1997ｲｌｉ以降継続
的に進めている''１|兎li1f河流域の地域発展と環境
問題の現地調iflmlﾉl祥、および、2004ｲｌｉ以降ﾘﾐ
施している本学人|Ⅱl11i1jjZ学BIlでの黄１，１流域フィ
ールドスタディの背IF(について、沙純|＃１発に11（
定した形で(((点を当てiiu録的に記述したもので
ある。
沙練は、’'''11黄二MlilljiのみならずllWYの乾燥
地域や111岳ｊＭｆにおいて、水｣2噸境の保全修復
に有効な樹hliとして近ｲﾄﾞ注|｣が集まっている１１１
物である。劣恕なDM境に生Tr可能な沙純は、果
実やi1liのもつ栄養llliやJIK効から、付川lli値のil9li
い食,W,や薬,W,の原料となり、空''１緊索のlill定能
力から土壌改良あるいは緑化'１<i物のlili完樹ｉｌＨと
して活川されつつある。多くの利点をもつ沙Ｉ陳
を活11ＩしたりW境修復は、地域１４尺の絲済的イン
センティプもあり、いわゆるＷｉルWiIl2I1の地ﾙﾄﾞ
環境対応プロジェク|､としてりUllkあるところで
ある。
１．黄河流域の砂漠化問題
文lﾘ1発祥の地、ll1lIlfIf河流城は、’'１|Ｆ１、「1本
のみならずアジア全休の将来を考える」1で、｜i＆
も重要な地域の一つである。とＩ)わけ近年の地
球現境ｌＩ１題において、｜両１１山城の砂漠化拡大は、
グローバルな/M摸でのビッグイッシューになっ
ている。
近fl1、黄河ではＩＩＴ流、つまり、水が流れない
現象が頻発しiMi題を呼んだ。l970lIK(Ｗ１頭から
始まった中下流部でのＩＩＴ流DJ象は、８０Ｉｌｉ代には
平均で年IH171]|M1、150kｍの｣芝さに及び、９０ｲ|曵
代前半には53[11111,300kｍに拡大、９７(|主に至っ
ては、過去lil耐ljの2261]'''１，７００kｍにも達した。
その後においては、｜Ⅱl家による水補1111の強化に
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_上げられた砂塵は巡くまで〕Ulばれ、各地に多大
な被害ももたらしている。jMmiによっては、砂
に埋もれる家屋も111る始末である。
いわれる。この処ＩＥｌ以来のllMijでもある耐水北
調は、2002f'２，筋10次５カイlAiil1Ujiにおける大型
プロジェクトの１つに係１１〈され、現在に続いて
いる『Ni部のltil:の水を北ＩＭＩヘリ|くことで、北
部地域の水ｲ《足解iiIiを[|ざすこのプロジェクト
は、３ルートがi1l1miされている。長》I:の1「流、’'１
流、」:流の水を、北('1に送る束、’'１火、111iの３
本のルートである。ｌｉｉも1;流の＃〔ルートはすで
に二l:Iliが進んでおI)、また、’'１火ルートも一部
着]iしている｡それらが尤成すれば北京Tljluな
ど北HlIの人々が扮子ｉ１:の水の`恩恵に浴すること
が可能となる。ただ、ｉ１ｌｌｊルートとも'１１界最大級
の水ｲ'１１:41iであI)、（|;尺｛2砿や'二1然現境lHl題な
ど解決すべきiill11ujも多いといわれる。一方、１，ｔ
河源流部に水を１１(紬する１１Vのルートに関しては、
現71111↓;点で企mliiiWli段'11｣fであるが、標高3,000ｍ
を超えるI111Fi地域の大]:ヱｌｉであI〕、技術的にも
経済的にも大変な|ｲl雌がＭＨされる。しかし、
｢l1lIlIl1府が、敢えてこのような雛J|｢業を進めよ
うとしているところに、今のＩｌ１ｌＩｌのおかれた水
間Mnの深刻さの度合いがうかがわれる｡!）
しかしながら、’'１|題の解決は、このような大
Xjl摸]:』|iを伴ういわば外科的旅法もさることな
がら、やはり、地)ｕな緑化のｌＩｋ進によって豊か
な環境の１回|似を進めていくことが」,1本的に大リド
なことである。水YY源ｲ''''１のiiW整に川1え、砂漠
化地域における強ﾉjな'i(i林や１１１１草が急務であI〕、
前述の「退耕〕lEトト・退ＩＪＩ〕Iiilfit」スローガンなど
にみられるごとくlIlも|Ⅱ当のﾉ〕を投入している。
２．西部大開発のポイントとしての水の確保
もちろん、Il1lIlIB(1(iは三「をこまねいていたわ
けではない『,iIYinll祈流lHlMHを]、くみた'１１(府は、
黄河水利委口会によ}〕、９９ｲ|とより、地ﾉﾉがり1ＩｌｌとＩ
に持っていた取水ＩＩｉｌｌ４を一元化しＩⅡ|家柚;１１１!する
｢調水令」を出している。jMnI1の水を、Ｍ【城各省
に分配する統一柳111にi`;手したわけである。ま
た、圧1は、「〕Ｍ|週休・〕MlMiY」（ＩｉＩＩ作をひか
えて、林や草地をＩＮＩ)灰す）というスローガン
を掲げ、什地のljMjjZl回|似ブlノジェクトを後lII1し
することとなった。
現在、ｌＩ１家般大のプロジェクトの一つは西8'１
大開発である。広く武１滴lji(を含む四部地域は、
鉱産物などjlI1蔵Yf源にⅢまれてはいるものの、
高度成災を遂げた１１〔(ｌｌｉ｛刷りjIIl域との経済絡差が
著しく拡大している地Miである。例えば、iJIi部
の広大な範ｌ１ｌ１をIliめるｌＭ１ｈの1人当たI)ＧＤＰ
平均は、」1海Tl『氏のそれに比べ約８分の1（2004
年）である。さらにｉｔしい地域もある。この大
きな経済怖差の縮小をめざし、また、｜Iil二kの新
しい経済発展空''１１を１１iこうとするのが11V('1大|＃１
発の計iuIiである。しかし、この戦略｢Iﾘi(１画の並
大なネックは、いうまでもなく水である。水の
確保がない限り、経済|＃１発は進みようもない。
｢雨水北i洲｣、南の水によって北を調えるという
言葉である。かつて毛沢jl〔が「南方は降水量が
十分であるが、北力は二｢ばつである。ｉ+i方の水
を北方に送ってはどうだろうか」とlhlXlしたと
３．砂漠化防止の戦略的'６１種としての沙輔への注目
Il1lIl11fiiil流域の地域発展と環境|H1題を調１１ｔす
。、熱､Ｗ
ｑｐへ上．
写真１沙較の樹と果実 写真２内蒙古荒砂岩地域の沙練による緑化再生
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るなか、筆者らが沙純（さじ）に肴I'し、`|i州』
収集を進めるようになったのは、l998fl1の内蒙
古調査である。黄河流域の砂漠化防止のｲ｢力樹
種として、沙練に大いなる関心を持ちつつある
との話を現地で聞き、また北京での会議でIl1lE1
11I専'''１研究者（北京林業大学水ﾆﾋ保持学院院艮・
孫保平教授（当時）ほか）のｌＩＷｉｉを得て、砂淡
緑化に'1Mする意見交換の機会を持ったのがきっ
かけである。同年の現地調奇に参川|していた|］
本0(11柚物学研究者（１１本大学ﾉﾋ物資源学部|Ⅱ|際
地域研究所・都留信也教授（当１１#)）の専門領域
の一部でもあり、その後、交流は具体的に進ん
でいった。2）
2000ｲﾄﾞには、「１１|工1の研究者（孫教授ほか）を
日本にＷ{11$、研究会を行い、法政大学では、グ
ローバルな水資源ＩＨＩ題の視点から、特に近年に
おける]M〔河流域の生態環境問題をとりあげ、ま
た日本大学においては、沙練のIiIIi物学的特性お
よび薬学的可能性について学術交流を深めた。
これらを機に、法政大学（筆荷）サイドでは、
沙鰊のビジネスモデル考案と大手企業へのアプ
ローチおよび連携を模索し、一方、日本大学サ
イドでは薬学的分析等に注力することとなった。
2000ｲﾄﾞ前後の時点において、｜]水での沙柳に
対する一般での知名度は殆どゼロといってよく、
一部他↓|（食品企業がその効能に'1↓をつけ、限ら
れたTI｢場でごく少賦の､11工製１W,を販売している
に過ぎなかった。関心も殆ど無かったといって
よい。’11内に沙鰊械が存在せず、砂漠化の|Ⅱ1題
も切実な実感が薄かったということもあろう。3）
国際(Ｉ１な注目は比較的早く、瑚境問題に対す
る沙鰊の戦略的な(『効性への観点から、９５fl1に
'1t界で初めて沙練の国際検討会議が北京で|刑催
されている。参川|したロシア、カナダ等11カ国
と、ＵＮＤＰ（|玉|述開発計画)、ＵＮＩＤＯ（|Ⅱ1連工
業発展機構)、ＦＡＯ（国連食WIl農業機関）など国
際機BLIの共同提案で、［玉1際沙練研究研修センタ
ーが北京に設立され、国家水利部や対外経済貿
易部のバックアップの下、ル{究会、交流会、教
育訓練、コンサルティングなどを積極的に行っ
てきている。なお、いうまでもなく、沙練極は
''１'1|やロシアにTl｢来より自生し、同果実および
敵子の効用や械物学的特性に関しては昔からあ
るｲIIl1ir知られていたが、環境修復との関述で注
[1を浴び各hiiの研究が鋭意進められはじめたの
は、あくまで近ｲ１２になってからのことである｡帥
４．沙練植物の特徴
［'１|工|名「沙艸（Shaji)｣、英語名Seabuckthom、
学名〃ﾉﾉﾉﾉ〕Oﾉ〕ﾉﾉｑｅ'･ﾉ,α""ｌｏｉ(ﾉesといわれる沙鰊は、
なわしるぐみ科に属する多年生潅木植物で、ま
ずは圧倒的に乾燥地に強い。イド間の必要水分は
降水戯で250ｍ11]以｣をあれば育つ樹種である。乾
燥｣甚壌に特有の柵度差にも大変に強く、地表最
低温度マイナス50℃から最高iM度60℃に耐える
と報告されている。主にユーラシア大陸の北部
地域に自生、このうち、約90％が中|玉1とくに痩
せた黄土高原に分布している。高緯度の地域で
は、低地に潅木として群生するが、亜高'11地帯
にも繁茂、黄二l1ii?H原以外では、モンゴル、シベ
リア、チベット、’'１央アジアにも広く'二I生して
いる。また、北欧やドイツにもみられる。
名前の通り小枝に比較的大きな鰊のある、雌
雄異株の風媒花植物である。夏の終わりから秋
liililii1IliiiillIl1lllliil1IiiiJilill 畷仔瑚
写真３沙輔の育苗・品種改良基地 写真４沙輔果実の収穫をする学生
Hosei University Repository
5０ 
にかけ小さな|(f色の果実が小枝いつぱいに結ぶ。
グミ状で柔らかく、１１みはあるが大変に殿っぱ
い味がする采ﾘ<である。
沙鰊は、空''１峯素のl1ljl定能ﾉﾉを持っている。
つまり、｜皇1分でllu料をつくりだし、’４１１１t的にｆｆ
つという大きな特性である。マメ科ｉｉｉ物が持つ
ような根粒1Ｗを'1↓に11i｛し、壌糸l1Ijl定を行う。し
たがって、ニヒ塊改良にも役立ち、沙純の植栽に
より、痩せた」:地がIlu沃なものに改善される。
ポプラなど他の緑化１１１１物とilMliliすれば、その緑
化植物のiiliff率や411行率が|ｲﾘ｣乳するという効果
もある。さらに、沙練の｜l(は、しっかりと横に
強く張I〕、flji(流ｌＩｌの'1/jI上やlUii斜地のﾆﾋ砂ﾉｳ)域
にも極めてｲ『効であるということが知られてい
る。
従来の砂淡緑化MilFiiとしては、三1；にポプラlUi
が使われてきた。寒冷地でも比較的よく生育し、
成長も早い。その点、緑化には欠かせないｌｉｌｉ物
である。ただ、一方でポプラlJiは水の要求昂が
比較的大きなlili物でもある。llIIiえ過ぎが地下水
の枯渇につながるともいわれている。また、水
そのものとしての経済的IllilliI〔がさほど高くはな
いという蛎))A(もある。建築材としては並み以~卜
で、実やijllもそれ'二１体に特別のIllillil[があるもの
ではない。雌かに緑化には役立つため、柚林隊
に多くイllIllされてはいるが、［l々の生活に追わ
れる貧しいＩＩＬ爪にとってf「て111斐があるかどう
かは今ひとつ疑ＩＨＩが残る点である。ｉＩｉｌ工1以外の
例ではあるが、都TliからのＩＴＩ林隊が帰った晩に、
そっとリ|き抜いて薪にしてしまっているという
話もあるくらいである。
緑化は、１１１１１杯から災１０１にわたる育成管HI1まで、
大きなﾂﾉﾉﾉが必班となる。このllfl林と育成符Ｈ１!、
なかんずく後者を１１１うのはまさに地域農民であ
る。’'１１題は、地域農l､にとって、植林や育成櫛；
理にどれだけの強いインセンティブが働くかと
いうことである。
沙疎の}ii大の特性は、なんといっても、その
有用性、経済(illillIljの大きさである。小さなグミ
状の果実はビタミンや滋ili分を多量に含み、ジ
ュース、ジャム、化Wl:ｌ１ｉ１１１になる。種子は強力な
薬効成分を持ち、特にllIilllIlが高い。葉はビタミ
ン、ミネラル、その他各il11ii1i性化物質を多いに
含みお茶になる。香りも恕くない。また、脈木
本体は、よい耕炭材や11:11;(木として使える。
背丈２～５１】１１(Il11iliのこの'iii物は、まさに｣2地
の痩せた砂洩の緑化にはもってこいの樹梛であ
る。拾てるところのないほど総済Iil1i値の商いこ
の水は、」lll城１Kk尺にも、ｈ<iえI}l斐、育て１１１斐が
あるものといえよう。
５．沙輔のもつ健康・環境・地域経済への貢献
可能性
①沙練のもつ薬効成分
沙鰊は、１mせて乾燥した｣:塊にも生育する。
その劣恕なL1fffDW境が、沙艸に強靭な生命ﾉjと
豊富な生物iiii性成分をN･与する結果となってい
1lF1lllllill鑿lliiiii1ii露j篝
写真５沙輔加工工場の風景（内蒙古自治区） 写真６加工工場に集められた沙較果実
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さらに、土壌改良にも効能があり、降水の保留、
通気の改蒋、イイ機Y'〔含ｲ111(のjw大に顕著な効果
が出ている。沙純はw((から冬に落葉するが、窒
素分を多く含んだ染は分解されて良い肥料とな
り、土壌改良に１１１凹な役il91を果たしている。沙
鰊林の表土'秘の微4'１物含ｲｲ鼠も、他と比べ相対
的に高くなっているというＵ｢究もある。
③沙純のもつ経済効采
近年、ようやく注'二1され姉めた沙j'ｉｌＩｉであるが、
現在、既に沙練製,W,のメーカーは、中国全土で
２００社を超えている。製'１iij1は、医薬品、保健品、
化粧品、食''F１（ジュース、ジャム、ｗｗ、酢、｝''１、
茶）等である。総じて''１小企業が多いが、それ
ぞれ、沙鰊産地に分ｲｉｊしており、現地農民の収
入増加と地域の経済発展に貢献している。ただ
し、これまでのところ原料は自生しているもの
からの収稚が]{であったこともあり、」)$業の規
模的な発展がＩ！↓られており、また、製品の品質
も今ひとつで、1111EllIllAITli場だけをとってみて
も量質両而の要求に対して本格的には応えられ
ない状況にあったといえる。いわば、ローカル
な商品としてローカルに流血．iili賛されていた
ものが殆どである。
しかしながら、近ｲＩｚ、lZl家水利部を中心とし
た積極的な取り組みの111で、ｆｉＷｉ基地での品種
改良や極iilIi確保、荒{沙iLf地区での械林も拡大し
つつあり、原料の最ｉＩﾘ雌Ilflや質的向上が進んで
いる。また、製品1(IiでのＩＵ１究|Ⅱ|苑や技術革新も
進展、質の高い新しい製ｌ１ｉｉ１１が次々と生み出され
ている。ドイツなど外lZlの製薬技術を取り入れ、
ＧＭＰ基準を満たす]:吻で１Ｍ〔・デザインともに
優れた製Ilillを製造している内蒙古'二1泊区の地場
るといわれる。果実、伽子には、ビタミンＣ、Ｅ、
βカロチン、フラボノイド、各柧アミノ陵、オレ
イン酸、リノール殿、さらに1ＯＩＩ剛以｣二の必須
微量元素、その他多くの生物iili性成分が高い割
合で含まれている。
中国で沙煉は「〃能薬」ともみられている。
虚、性心疾忠、脳lIl櫛ﾄﾞiiri1fなどⅢl液ilI1i環にかか
わる病気の防止解消効果をもち、新'１１１(代謝、日
己免疫系に対する効果もある。また、呼吸器疾
患、消化器疾忠、アレルギー、llli腸、》W治療に
効果があ}〕、１１１:機能改諌、脳代謝改善（知力発
達、ボケ|ｿjlt）や老化防112にも役立つ.．と、
いわれている効能をあげればきりがないくらい
である。両洋医学的な検証は締についたばかり
であるが、’'１国ではもともと医薬品として長い
歴史を持っているものである。l1iの「１１=[薬珍」
｢四部医典｣、また、ii1iの「１W,珠本草」など占い
薬典に沙鰊の医薬''１途が記iliRされ、近年では'五｜
家衛生部の「｢l1lrl薬ﾘＩＵにも効能が掲救されて
いる。’'１国だけでなく、ロシアにも沙練の薬学
成分に関するルト究の彼みlll【ねがあり、旧ソ述で
は、宇宙飛行lの保仙薬,W,として実際に使１１'さ
れていたという。
②沙鰊によるI1i1境改:沸
沙鰊は比較的にＡｌｉ青が早く、強い環境適応性
と窒素liiil定能）JをもつIifi物である。Il1lljlにおけ
る荒砂岩地区における沙純IillIl林の試験では、苗
を殖えて３年で試験地一iiiが緑にMHわれ、５年
で沙鰊林が繁茂、勅lilj物が現れだしたという結
果がある。また、水三上保全では、７ｲﾄﾞ生前後の
沙練林により、二１２壌表牌ﾆﾋの水侵食を約75％減
少、風侵食も約85％の減少を記録したという。
側副印‘ｉⅨ５』｜Ｆ，キピーーーテ凡小・ｐＨ岳ＢｐＢｄＬ０＋◆７咳テゥｕｒＤビリエ一・＄曰十ＰＳＰｒ仏」Ｐ沙Ｉひげ■、、■■■■■■■■
写真７沙輔果実の凍結選果工程 写真８沙鰊果汁の出荷用大型缶
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企業なども出てきている｡6》
沙純製,１１１１の開発とマーケッティングは、結果
として、｜玉1民の保健改糠に資するといえるが、
農民の所得Ｉ(1上、地域絲済の発展にもつなが})、
ひいては沙練植林の刷酊i的な展開となる`：砂漠
緑化、地球環境改善が、経済的インセンティブ
を伴って、自律的に進むというわけであるⅢ
公表されているが、2005年に北京でlH11il;された
第２１Ⅱ11玉|際沙練協会会議でも、同研究グループ
より成果が発表されている｡８）
本Ifl的な国際Iij1究は、2003年秋のベルリンで
の第llul国際沙純協会IiⅡ究会議以降である。フ
ンボル|､大学を会jﾙに|刑かれたこの会識には、
１１界各大陸から{ｉ１１究聲肘や開発関係者が柴まり、5
111Ⅱ|に渡って研究成果が続々と発表された。筆
者Ｍ１席したが、この会議の雰IHI気は、若い研
究者も交え、地球環境|H1題を具体的に解決しよ
うとの強く秘められた↑ｉｌｉ熱が参加者のlHIに感じ
られるものであった。会議冒頭にはドイツ農業
大Ⅱ〔から歓迎の辞がなされるなど、｜I|レベルの
沙鰊に寄せる191侍の大きさも感じられ、また、
会場に展示された各|Ⅱ|の沙練製品には、開発へ
の意気込みが強くにじみⅡ}ていた。
われわれもまた、；卜汗の貢献をめざし、持続
的でjIll)ij[な沙純'１}1発のための情報の提供や、意
義の税lﾘ1のため、2003ｲ'1,2007年にＩＥＩ際食品素
材展（於來京ビッグサイト）で、沙練の特性を
ilililiiに細介すべくブース展示およびセミナー発
表を行った。同堀示会での反応をみると、徐々
に人手食品メーカーや大手薬品メーカーが深い
関心をもちつつあることも事実である｡，）
われわれの典1ﾙﾐは、薬品や食品素材としての
効能そのものもさることながら、それによりも
たらされる付加lllililIとしての地域経済性、およ
び沙艸のもつ砂漠化WjlWl物としての特異な植
物的性格である。すなわち、それらの'二1然的、
社会的効果が有機的に結び合って半ば１ｺ，M1的に
地球Eil境改善に資するという沙iIijliへの役割期待
であるといえる。リl征、薬学的また栄誕学的な
６．わが国への役割期待一沙鰊ビジネスモデ
ル構築への道一
これまで、日本での一般的な知名度はほとん
ど無いに等しかった沙Ilijl(であるが、2004ｲ'１頃に
至り、自然系ダイエットAW1としてテレビ等マ
スコミで紹介されたのを機に一種のブーム的様
M1を呈し、沙鰊ジュースを''１心に普及、－１１$は
有名スーパー仁も並ぶほどになった。ＴｌｊｌＭＡ模
は急拡大、十億''1以｣1にも達し、Il1lFlIMluの原
料を日本の業者が買Iliめ、供給が|M1に合わなく
なるという事態も生起した。この[1本の状況は、
当時のIIjl際会議でも話題の一つとして収l)」そげ
られたほどである。ただし、日本におけるこの
ブーム的Mil〕上がりは、かなり高額なllli桁設定
とも関逃し、消費者が限定的であり、一過性に
終わる懸念なしともいえないものであり、リド実、
その後、ｉｉｌｉ費は急速に細っている。また、当時、
一部の業者に効能の誇大広告や意図的談記械が
あり、ト|:会的問題を愁起した場而があったのも
事実である｡7）
ｌｌ１ｌＺ１における薬品としての研究は膨大な蓄臓
があるが、わが国での本桁的な薬学｣1の解IITは、
日本大学薬学部北１１１巡教授グループが先駆であ
る。いくつかの成果はIUIiに薬学関連の学ilii誌で
jｉ 
雛雨
写真１０翌年度の栽培契約をする農民写真９沙鰊栽培の優秀農民表彰式
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にlll始めている。地球蝋境|Ⅲ|題への極めて具体
的かつ戦略的な対応としての、沙練を対象とし
た研究・IIM充に果たすべき'三１本の役;MIIは大きい。
植物や医薬等の」,1礎Ｉｉ１Ｉ究と|両111*に、製品開発、
加工技術、マーケッティングなど応用分野で果
たしうる刀にlu界の１０|侍が寄せられているのは
事実である。
分析は急速に進みつつあり、そのＩｌ｢究成果も世
界的にかなりの質と量に達してきている。一方、
植物学的な解Iﾘ1や、｜i<i級｣zのlBl題解決、品柧改
良研究も大いに進み、川|えて、二上木技術的な水
上保全関連の実証Ｉｉ１ｉ究なども肴々となされてい
る。基本的なお膳立ては徐々に蜷いつつあるも
のといえる。したがって、残された大きな課題
は、国際的な環境ビジネスとしてのシステム構
築、すなわち、健康（薬効）－経済（付DlIIli値）
－環境（砂漠化防1t）を結ぶ沙純ビジネスモデ
ルの構築である。
たとえば食品分野に限って考えれば、沙鰊食
品の国際ビジネスモデル榊築に必要なものは、
沙練果実の安定的供給体iliIl柵築、｜玉|際商品とし
ての加工品質向｣二、および、｜玉|際的マーケティ
ング戦略である。呪/I;の沙純ビジネスは、［'１国
国内の限定的Tl｢場における現地論結が大宗であ
り、国際的な経済的ダイナミズムは未だ持って
いない。わが'五|で起こったブーム的iiUi費が、中
国現地での生産にｌＩＵＩ激をLjえ、ダイナミックな
供給および品質｣このjY(新を起こすきっかけとな
った面もあるが、数ｲl:で流行廃l)があるような
需要では逆に現地0111に局地的|H1題を生じさせる
おそれ無しとはしない。地球的DJ模といってよ
い広大な範'111における長lU1的な砂漠化|ｿj止への
貢献という役割lU1侍から考えれば、あくまで持
続可能な、地道かつＴｌ$(な拡大が望まれるとこ
ろである。
地球環境改善をスコープに入れた沙鰊の本格
的な研究や、ダイナミックな地球nW焼ビジネス
としての注１１・展|H1は、まさにこれからである。
しかし、ここにきて、関心をもつ人や企業も徐々
７．おわりに
気候の湿潤な']水に住んでいるわれわれは、
大陸の砂漠化進行の深刻さをﾘﾐ感することが難
しい．「lil玉臓｣z高原における砂漠化のIiH題は、
そこに巨大な人'三1の農民が112活しているという
事実である。この社会的状況を抜いて、自然地
理の'１１題としてｉｉ純にEl1解するわけにはいかな
い。砂漠化WjltイコールIifl林緑化という図式も、
もうすこし丁寧にみてみる必要がある。場合に
よってはiifi林が地元の住lこのためにならないこ
ともある。一方、家族を謎うための耕地拡大や、
収入のための過放牧が砂漠化を促進していたり
するｍｉもある。農民のLkiili経済面からじっくり
複眼的に現境|M1題を捉え方莱を考えていくこと
が大事であろう。
本稿でとりあげた沙1M!'汁1発は、もちろん万能
ではなく規模もけっして大きなものとはいえな
い。しかし、その解答の一つとして有力なモデ
ルとなることは'１１|迷いないものと思われる。
われわれ人lB1環境学部では、’三１本では実感で
きない砂漠化|H1題を考えるため、敢えて黄土高
原に出かけ、現地における生活実態を身でもっ
て体験し、また現地でiiliWMする専ｌｌＩｌ家の話を聞
いたり、農民の家庭を訪ll11したI）している。２００４
-戸州
写真１１沙練を原料とする製品の例（中国） 写真１２沙輔を原料とする製品の例（ヨーロッパ）
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年実施の|災Mli行水ﾒﾄﾞ県および05ｲ'１の峡IIqfilk風
県では、砂漠化jul'ＩＩｆでの「〕ulｿ|週ﾄﾄ」としての
植林作業と、ｌ眠の|＃地拡大のせめぎあいを[１
の当たりにし、襖雑な事恰を労えさせられる場
illiもあった。また、０７年の|A1菜11｢lLIifi区オルド
ス砂洩では、荒砂\}地区の沙純による砂淡化防
止を見学、，W1iili改良、種苗育成、製,ｌｉ１１化]:jMの
－速の流れをBAjMで理解し、沙llli1I(のＩｉｌｉ林も体験
した。さらに、０８ｲlきの同地では、llljlhのj〕川で
の沙IIjjlU1L笑の摘み取り作業を絲験、川]:｣:｣肌に
おける11k尺のための沙鰊収ｉ(11衆にも参川|、彼ら
が収入を｛!)て瀞ぶ姿や、来ｲＭｒのliriえ卜|けと収
穫のための契約の現場も垣|ﾊﾙ,lることができた。
これまでの参川1は、合計160名ほどの学NII学21<で
あるが、それぞれが、砂漠化地域のり(lIliや、砂
漠化１１ﾉjI上の立体的なあり方をｿ(感として学習し
ている。'0）
沙紳を一つの学}ﾘ材料として、砂激化および
その'1ﾉjll:の|Ⅲ]題をl↓体的に考えることは、地域
の現境・経済・ト|:会の問題をｲ｢機的にm1解し、
また、よ')有効な対策を総合的にllMhu1すること
のlfl好のモデルであるとも考えられる。’1ﾉﾘえば、
沙純「''''１の食,W,、薬１W,、化粧,'１１１，などの」,IIiMiIU1究、
製品ＩｌＩｌ苑、マーケッティング、あるいは全体の
ビジネスモデルｌＩＩｌ光が、実はjlll球j1W境改iTiHにつ
ながる作業であると１１１１解することは、DiWZllIl題
にはそれぞれのjMi(iiに応じた多橡で立体(Iりな対
応がありうるものであると柔献に考える兄〃を
養うことにも逆じよう。そしてまた、そのよう
な兄〃は、今後わが'五|あるいは行人がなしうる
砂漠化|ｿjll2など地Ｌ}(環境'111題への、わが[lilある
いは行人なりの役１１{I|を構想し、ハ'(|iii的に１Ｍ､し
ていく－つの川#にもなるであろう。
は、災i｣:｣:流の通天河、ヤーロンオl:、大渡河に
，１．Jい』1%堤を築き、黄河｣:流に導水するもの。１１１
冊地形による難工事、役YWiiiの|Ⅱl題が横たわっ
ている。なお、この他にIlLl2の縦倫としては、
ヒマラヤ北部の''１|玉Ⅱ１１１を流れるヤルツァンポlll
の大水li(の雪解け水をiIiMrhの錨i1I1ii｣二流にも
っていくという「大西部ルート」の|M`u1もある。
このルートは、工事に1体の難しさとともに、同
111の''１下流にあたるブラマプトラ１１１（バングラ
デシュ)、ガンジス川（インド）との'１１際lll題も
生起するiiI能性がある｢‘
２）１ﾉﾘ紫Ｔｌ｢|:Iih区fit河文化経済発展IiI1究会ＩＩｉｌ「中日
fifinl流域沙淡治理資源化懇談会論＃&」1998年
（ll1lF1iWi)、および、Ｍ､K・ムラヤマほか「黄河流
域と沙漠iflHl1」「麗澤大学|Ｊ１際経済Ｉｉ１１究」Vol７，
No.1,1999.3に経緯が評しい：沙燃が荒漠化に
イ｢効であり、経済的価１１１〔もあること、しかしな
がらＩｌ１ｌＪＩには薬用成分のlIllll1技術が不足してお
Ｉ)、’1本の技術に期待しているＨの発言が''''五１
111'|からなされた。これに対応し、わが|Ⅱ|での沙
邨に'11ＩするＩｉｌｉ報提供と技術交流の窓1」として、
2000flilllに「[1本沙純Ｉｉ１Ｉ究所」（|[恵卜１１体）を
ｉ没立した。発足時の所災1111W信也（'１本入学)、
j1l1pli1蓬{1行、Ｌ|｢務同憂ul-l-（Il1lLlfif河文化経
済ｿG1HlIiII究会|]本事務所災)。なお、Il1lIlfif河文
化経済苑ｌ４１ｉﾙ究会は、lIYilﾘ流域各１月の発展を期
するためにiMl立されたｌｌ１ｌｊｉｌＮＧＯ（本部北〕i(、支
Ⅱ'１９台、会1芝柴沢民（初代$|:米人便)）で、’'１国
I1IlのIIIHIl交流の窓I」となっている。
３）法政大学120周年記念'五|際シンポジウム「アジ
アにおける水資源管理とコモンズ」（人|H1環境学
部、文学部lUljHM学科、］:WIll｣２木]:学科を中心
に2000ｲlilO112日附'１M）での識iiiｉ「iifinl流域の
水YY源と21{態鰯境|H1題｣、および、’1本大学国際
ピジネスインキュベーションセンター（NUBIC）
（i)｢先会（化物資源学部111際地域研究所、薬学部
化紫|Ⅲ{究寵ほかの研究背が参ﾉﾉ'１，１０１１３日|)'１
１１M)。
４）2000ｲlL11*点においては、（M1Ⅱ(食,111企業数社が、
ジュース、沙練illlカプセルをごく少liUU(光して
いたW'1度である。なお、ソi1Ilrにおいて航に、沙
練製,W,にⅡⅡする日本特iii:は、［lilli製illl株式会社
より、沙練から得られる果汁i1l1およびiiH子illIを
合ｲiする「化粧料」（1986fli12116「l/１１噸)、ポ
ーラ化成]:某株式会社よ})、沙鰊のエッセンス
からなる「美白経'二l投与iⅡ成物」（l996flﾕ10月
l5111111Wi）がそれぞれｌｌＷ(iされ公ＩＩｌ１されていた。
ただし、iilIj社からの本怖(Iりな製,Ｆ１化はなされて
註
１）呪（I:の導水]:J1のうち、「〕|〔ルート」は2OO2flz
に村]:、燭]:の外れにある１１:Hllから水を人迦河
にリ|き、犬ilIまで導水するもの。１１１底のzlz砂堆
ｉｆ(、ポンプアップの必要、水I'〔（海水が逆流し
Ｉl“る可能fli）などの問翅がある。「'１１部ルー
ト」は、淡〉】:にある丹江1=lダムの水を)１１北まで
皿ぷもの。ダム貯水量の限界、都Tli化による地
元川水litのjivilﾉ１１、ルート」さの地形などなどの'1Ⅲ
題がある。また、「IHjルート（小IIIi部ルート）」
Hosei University Repository
5５ 
る。また、マウスを川いた発がん実験では、沙
料（の枝の'111111エキスにプロモーションIlll制結果
が認められている。（日本大学薬学部大根谷章浩
氏報告より)。｜iilグループからは、Ｓ・Kilanaka，
ｅ1.aLStu(liesollChelIlicalConstituelltsalld 
Nitl･icOxidePro(luctiollInhibitoryAcIivityof 
〃iﾉ)"oﾉ)ﾉｌｑｃｌ･ﾉｌａ""ｌｏｉＪ“Ｌ、２１１．.Interllational
ScaI)uckthorllAssociatiol1Collkrellce,Beijing， 
2005など多くの報告がなされている。
９）lIl際食品素材・添川l物展（lFIA）には、（[葱111体
の日本沙鰊{ﾘ{究所が、主'''1行である食品化学新
ｌｊｉＩ社の好意で無料にてブース貸与を受け川展し
た。展示IA1容は、沙鰊|#1発の地球環境上の役割、
’1界各国での'111発状況などの税明パネル、およ
び各国から取り寄せた製,'11,兇本などである。展
示説lﾘ}には本学人間環境学部学生数名も学習の
一環として参111をしたこともある。なお、１両]展
示会における来訪者である大手食品メーカー（複
数）の製品|}'１発'１１当者の一部に共通した話では、
沙鰊を－つの素材としては＋分認識しており、
かつてそれを「Il111した製,?,を企画したこともあ
るが、当１１＄はＩｌｉｉ料供給の!i(Fmljmでのｲ《安定性
の懸念がネックとなり本ｲｲＩ的|冊１発には至らなか
ったということである。
10）これまでの参り11学生は、第１１回159名、第２１m32
fi、第３１回145名、第41回122名。
教員は、人''１１，W境学部安'$1俊次教授（１～３
ｌｎ１)、日原｛W教授（１～４１m)、および兼者（ｌ
～４回)。各ｌｉＪ１とも所要'1敗は９日間。第１１回｜
および第２1ｎ１は、映西省にて、西安理J:大学の
学生と協|同ＩでＩｉｌｌ林作業を実施。第３回は、内蒙
ｉｌｉ自治区にて緑化事業を学習し、河北肯にて北
京林業大学および北京青年政治学院の学生と植
林作業を実施。第４回は、｜A1蒙古日治区にて沙
鰊果実採取iili肋などを実施し、北京TIT郊外の延
畷区にて爺''1造林事業などを北京政沿学院の学
生と一緒に兄学。
いなかった。
5）［Iil除沙鰊研究訓練センターはlEl家水利部のil1に
設立された。（英文fi称UnterllalioIlalCcIUIcl･lOr
ResearcllandTraillillgofSeal)llckthom)。その
後、２００３年にはlZ1際沙軟協会（英文ｆｉ称
IIuterllaIionalSeal)uckthornAssociation）が設立
され、現在、｜F1際的な研究述|似などは主にlnl協
会で行われている。｜正1際沙練検討会は、９５年に
北京で第１回の会縦が開催されて以降、ロシア、
インドでも開雌されている。2003fl2に発腱的に
拡大した国際沙鰊協会の国際研究会議は、第11,1
が03イドベルリン、その後、０５ｲli北京、O7fIさケベ
ックで開かれ、０９ｲﾄﾞには｣乙海で|ﾙ1かれる予定に
なっている。（IDI(1)://www､icrts・org/参照）
６）内蒙古の大手企業として、内紫i1i宇航人高技ｉ１ｉｊ
ｌ鞭業ｲj限責任公司（呼和浩特Tli)、高原経采沙鰊
制品ｲi限公司（J|〔勝市）がある,iiii者はドイツ・
アルファ社との合弁。後者は、lEl家水利部沙Ｉ陳
開発檎理センター１１１資の第三セクター企業（他
に秀港民間資本がｌＩＩ資）である。今日、このよ
うな大手企業では1iii々の新技術を導入している．
例えば、後者工均では、沙練果実の搾汁におい
ては、実のついた小枝のままコンベアーに乗せ
マイナス40度前後で急速凍結した後、実と技を
分離、選果、圧縮するという二[程を確立、作業
能率と製品品質を大幅に高めている。薬ｉｌｉｉ１では
ＧＭＰ、食品ではIlACCPのlZl際」11Wiを取糺}し、
またISO9001も取得している。
７）｜]本では、約20種l(Hの製品が販売されている。
浪縮果汁の販売llilffは、75011〕I)il【人I)で3,000111
～5,000円である。なお、［'１[玉1現地での沙純果実
のＩ１１ｉ梢は、粗加J:後でトン当たり６～10千元
（約９万円～15万|Ⅲ）である。わが国での一般
的な製品は、特にDII工度の高いものではなく、
l11ji料を輸入し瓶詰あるいはカプセル充填したも
のが大半で、包装やデザイン、あるいは広告に
コストをかけているところも多い。ほとんどが
健康食品のジャンルに入り、効能を表示したI）
して薬ﾕ|#法違反で注意を受ける企業も見受けら
れたりした。
８）［１本大学薬学部生薬研究室グループ（北''１地ｌｉＩｉ
究峯）では、マウスによる免疫細胞活性のIiH究
などを進めている。同グループでは、沙鰊のエ
キスについて抗がん活性、抗炎症活性等を川''112
レベル、動物レベルで実験・検討。その結果、
同エキスにアポトーシスを誘導する効果がある
ことが証IﾘＩされ、このことから、白血病やＩ１ｉｌ.U、
の泊療に有効であるという結果が示唆されてい
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